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       消化管を主座とする好酸球性炎症症候群の診断治療法開発  
疫学、病態解明に関する研究 

 
  研究分担者 松井 敏幸 福岡大学筑紫病院 消化器内科 教授 

  研究要旨：2013年雑誌「胃と腸」誌上、において eosinophilic gastrointestinal disorder 
 (EGID)の呼称が好酸球性消化管疾患と統一された。また、本疾患の基本概念と各臓器における
概念、診断基準と取扱いが包括的に記述された。さらに、成人と小児における EGID の相違に
ついても述べられ、我が国における EGIDの啓蒙に大きく役立った。 

 

 
   Ｄ．考察 

好酸球性消化管疾患（EGID）は海外でも様々 
 な呼称が用いられており、我が国で呼称が統一 
 された意義は大きい。その病態も我が国と海外 
で差があるようにみえる。更なる研究の進歩と 
調査が必要であり、重症例に対する治療法の 
確立も望まれる。公表された診断基準により 
病態解明が進むものと思われる。また、わが国に 
おける先進的な成果を一堂に集めたことにより 
認知度が高まった。 
Ｅ．結論 
海外で多く研究されてきた好酸球性消化管疾 
患は我が国にも存在する。好酸球性消化管疾 
患は海外でも様々な呼称が用いられており、 
我が国で呼称が統一された意義は大きい。 
今後の病態解明と治療法探策研究が必要である。 
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    Ａ．研究目的 
    著者らは、これまでに炎症性腸疾患の診断基準、 
鑑別診断に関する研究を継続してきた。その 
成果は、我が国におけるIBD診断基準の作成に 
つながりその改訂も進め、公表してきた。その 
内容は我が国におけるガイドラインとしても 
取り上げられてきた。また、早期クローン病の 
診断や好酸球性腸消化管疾患（EGID）との鑑別に 
関しても研究を進めてきた。 

    Ｂ．研究方法 
    今回、消化器内科医を対象とする雑誌「胃と腸」 
48巻13号（2013）にEGIDに関する特集を組み、我 
が国を代表する研究者に診断基準と治療の方針 
を小児と成人に分けて掲載することになった。 

    （倫理面への配慮） 
    総説や原著論文であり、患者情報は含まれて 
いない。 

    Ｃ．研究結果 
    胃と腸誌では、以下のように我が国における 
好酸球性消化管疾患の最新の状況についてまと 
め、論説した。 
1)好酸球性消化管疾患の考え方・・松井敏幸 
2)好酸球性消化管疾患の診断基準・・木下芳一 
3)小児における好酸球性消化管疾患の概念 
－小児と成人における異同に主眼を置いて 
・・野村伊知郎 
4)小児における好酸球性消化管疾患の診断 
・・山田佳之 
5)好酸球性消化管疾患の診断と治療－好酸球性 
食道炎・・友松雄一郎 
6)好酸球性消化管疾患の概念 －好酸球性消化管 
疾患の病理・・平橋 美奈子 
7)好酸球性胃腸炎の診断根拠－福岡大学におけ 
る実態・・石川智士 
などが主な論文であり、我が国における呼称を 
好酸球性消化管疾患とすることについても合意 
がえられた。 
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